
X（旧 twitter）

HP、SNSでも情報発信中！

①最寄りの駐車場（備中国分寺北側駐車場）から
　徒歩約１０分

②最寄りの駐車場までは

２０２５.４- ２０２６.３

 　平成２６年４月開館。総社市と(公財)総社市
文化振興財団が所蔵する美術作品約１３００点
を収蔵、随時展示しています。
　常設展示として、総社市名誉市民で文化勲章
受章の書家・故 高木 聖鶴氏の作品を展示公開
しています。
　県立自然公園に指定されている吉備路風土
記の丘に位置し、ガイダンスコーナーでは備中
国分寺をはじめとする周辺一帯の史跡や、鬼ノ
城に関する解説パネルを設置。散策の足を休め
ながら総社市や吉備路の文化、歴史について学
ぶことのできる施設となっています。

使用料／総社市在住、在勤、在学の方…１日５００円
上記以外の方　　　　　　…１日１０００円

①お電話、メール等で空き状況をご確認くださ
　い。（当館主催の企画展などで日程が埋まって
　いる場合がございます）
②日程に空きがある場合、使用日の６か月前の
　第１日曜日、1０：００から受付を開始。申込
　みが重複した場合は抽選となります。

※展示室の貸出手続きは総社吉備路文化館では
　なく、総社市総合文化センターが窓口となり
　ますのでご注意ください。

※展示替のため臨時休館の場合あり



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
常設展 高木聖鶴作品展示室 テーマ：春 常設展 高木聖鶴作品展示室 テーマ：夏 常設展 高木聖鶴作品展示室 テーマ：秋 常設展 高木聖鶴作品展示室 テーマ：冬

※掲載している企画展の情報は、都合により変更となる場合がございます。また、展示替えのため臨時休館となる期間がございます。最新の情報はHP等でご確認ください。

版表現の楽しみⅩ 版を超えてゆけ
会期：令和７年４月１９日㈯～５月１１日㈰
主催：総社市
企画：岡山県立大学デザイン学部 関﨑研究室

　版画をテーマに、県立大関﨑研究室との共同企画で毎年開催して

いる企画展。１０年間の集大成となる展示で、改めて「版」による表現

を見つめなおします。

　倉敷市立美術館版画講座の受講生や、県立大の学生が制作した

作品と共に、市所蔵版画コレクションから２０点程度を展示します。

（仮称）夏の企画展
会期：令和７年７月５日㈯～８月３１日㈰
主催：総社市

　収蔵作品の中から、動物をテーマに

ピックアップした作品を展示します

総社吉備路文化館でできること

【社会科見学、団体見学の受け入れ】

　各種団体によるご来館をお待ちしています。

学芸員による案内を希望される場合は、事前に

ご連絡ください。※ご希望に添えない場合もございます。

【学芸員による出前講座】

　各学校や公民館などでの出前講座なども随時

受け付けています。内容についても相談可能で

すので、お問合せください。

【常設】高木 聖鶴作品展示室…総社市名誉市民で文化勲章受章の書家・故 高木 聖鶴氏の作品を、季節ごとに入れ替えて常時公開しています。

【随時】収蔵品プチ展示　　 …展覧会と展覧会の間の期間中は、約１３００点以上の収蔵作品の中から、１０点程度を公開しています。期間や展示作品はHP等で随時告知します。

【常設】ガイダンスコーナー …備中国分寺を含む、吉備路風土記の丘や、鬼ノ城など、当館周辺の史跡についてパネル展示でご案内しています。

企画展 文化功労者 髙木聖雨
会期：令和７年９月１４日㈰～１１月１６日㈰
主催：総社市、総社市教育委員会、（公財）総社市文化振興財団

　総社市出身の書家・髙木 聖雨

氏が、令和６年に文化功労者に選

出されたことを記念した展覧会。

　収蔵作品を中心に、氏の書家と

してのあゆみを振り返ります。
髙木 聖雨《天馬》（公財）総社市文化振興財団 蔵

（仮称）冬の企画展
会期：令和８年１月～３月 予定
主催：総社市、総社市教育委員会、（公財）総社市文化振興財団

　収蔵作品の中から、これまで展示したことのなかった作品を中心に展

示します。

高木聖鶴児童生徒競書大会 入賞作品展
会期：令和７年５月２７日㈫～６月８日㈰
主催：総社市、総社市教育委員会、（公財）総社市文化振興財団

　総社市名誉市民で、文化勲章受章の書家・故 高

木聖鶴氏を顕彰する目的で平成２６年から開催し

ている「高木聖鶴児童生徒競書大会」で入賞した

作品を展示します。併せて、総社市が所蔵する高木 

聖鶴先生、髙木 聖雨先生の作品も公開します。

２０２５年第１０回

満谷 国四郎《馬》総社市 蔵

総社市制施行２０周年・総社市文化振興財団設立４０周年記念事業


